
津田沼校舎 現在

■ ごみの持込み場所について ■ 資源ごみ回収ボックスの使い方

① 本・雑誌類

② 新聞紙・コピー用紙類

③ ダンボール

④ 可燃ごみ 可燃ごみ以外不可

⑤ 機密書類 ダンボールに梱包

※廃棄する際は施設部へ連絡 ビニール袋不可

　　(内線:0219) ファイルは取除く

委託表を記入し添付

⑥ インクカートリッジ 資源ごみ回収ボックスへ

⑦ スプレー缶・カセットボンベ 有害ごみボックスへ

⑧ 傘・鍋・やかん等の不燃物 不燃ごみボックスへ

⑨ ガラス・陶器・割れたガラス類 有害ごみボックスへ

⑩ コンクリート類

⑪ 粗大ごみ置場(鉄くず類) 分別し廃棄

⑫ 粗大ごみ置場(混合) 分別し廃棄

⑬ 使用済み蛍光ランプ 割れたものはガラスくず

⑭ 廃液・滅菌ごみ 水質分析室(内線:0221)

回収日　週3日間を予定

回収時間　9:30～16:30

※①･②･④の廃棄時間は9～16時が目安です

 　施錠されている場合は建物2階の清掃員にお知らせ下さい

※⑤･⑪･⑫･⑭は廃棄日が決められています(事前にご確認下さい)

1号館 1・2階エレベーターホール

2号館 1階エレベーターホール

4号館 B1・1･7階エレベーターホール

5号館 1階ホール

6号館 1階講師控室前

7号館 1階エレベーターホール

8号館 1階エレベーターホール

9号館 1階ホール

千葉工業大学 津田沼校舎 ごみの持込場所・資源ごみ回収ボックスの使い方

※QRコード読取り機
能を利用して、アクセ
スすることができま
す。

大量の場合、ひもで束ねる

大量の場合、ひもで束ねる

硬化したもので30cm以下

場所 資源ごみ回収ボックス設置箇所 QRコード

大量の場合、ひもで束ねる

2022/10/13

ごみの持込み場所・資源ごみ回収ボックスの使い方について

No 専用の廃棄物置場・分類 備　考

③

ダンボール

３号館

コピー用紙

雑誌類

新聞紙

乾電池・インクカートリッジ

使用済み乾電池・カートリッジ分別廃棄状況

インクカートリッジ

アルカリ・マンガン電池

その他電池

⑧

⑥ ⑦ ⑨⑧⑬

駐車場

使用済蛍光灯･有害(スプレー缶・ガラス・陶器類)

倉庫B
⑤

倉庫A
⑭

屋外

機密書類・廃液・滅菌ごみ 粗大ごみ・鉄くず

⑫

⑪

屋外

④

９号館

⑩

コンクリート類

土木実験室

可燃ごみ・本・雑誌・新聞紙・コピー用紙類

① ② ④

分別廃棄方法

一般廃棄物

一般廃棄物(資源ごみ)

凡例

産業廃棄物



千葉工業大学  津田沼校舎 ※QRコード読取り機能を利用して、アクセスすることができます。

QRコード

ごみの分別廃棄・収集について

2022.10.13現在津田沼校舎

燃えるごみ

お菓子の袋 プラスチック容器(小型)

紙パック シュレッダーくず

生ごみ

発泡スチロール

スタイロフォーム
衛生用品

燃えないごみ

汚れたビン・缶

電気コード

ＬＥＤ電球

白熱電球

資源ごみ

インクカートリッジ

機密書類

有害ごみ

■廃棄方法

※排出者・研究室にて廃棄を依頼

①購入店で引取りを依頼する(有償)
②個人で引取り場所に持込む(リサイクル券を購入)
③収集・運搬を依頼する(リサイクル券を購入)

■注意事項

①費用は排出者･研究室で負担する

②一般社団法人 家電製品協会 家電リサイクル券センター

https://www.rkc.aeha.or.jp/

■廃棄方法

①消耗品・備品を問わず

財務部へ

廃棄方法を確認

②備品は廃棄申請を行い

承諾を受ける

【財務部 内線：0215】

上 段

電池類

カン・ビン・ペットボトル

新聞紙 雑誌・本・カタログ コピー用紙

蛍光灯・水銀使用製品

コンピューター

プリンター
スチール缶

傘調理器具

ガラス・陶器・刃物・割れた蛍光灯

紙くず

建築模型

分解すれば燃えるごみ

分解不可能な場合は粗大ごみ

木の枝・落葉

可燃ごみ専用の置場へ

大量に発生する場合 ： ダンボール専用の置場へ

少量の場合 ： 資源ごみ回収ボックス脇にひもで

束ねておく

資源ごみ回収ボックス

駐車場 東側

有害ごみ・危険ごみ回収ボックス

スプレー缶

カセットボンベ

機密書類専用の廃棄物置場へ

※プラスチック類は除いて廃棄すること

粗大ごみ

机・キャビネット・ロッカー

家具・什器類

混合廃棄物(分別不可能)

建築模型

分解すれば燃えるごみ

分解不可能な場合は粗大ごみ

家電リサイクル法対象製品

燃えるごみ 燃えないごみ

専用の分別ヤードへ

蛍光灯 ： ランプ専用の廃棄物置場へ

水銀使用製品 ： 電機室 内線：0220

ダンボール

鉄くず・木くず

エアコン・冷蔵庫・洗濯機・テレビなど

CD・DVD

プラスチック(大型)

■備品について

備品については、

廃棄前に財務部に

申請を行うこと

ビン カン ペットボトル



新習志野校舎・茜浜運動施設

■ ごみの持込み場所について ■ 資源ごみ回収ボックスの使い方

① 本・雑誌類

② 新聞紙・コピー用紙類

③ ダンボール

⑤ 使用済み蛍光ランプ

⑥ 廃液保管庫

⑦ 粗大ごみ置場

　①②；　本・雑誌・新聞紙・コピー用紙類

　③⑤；新習志野校舎　ダンボール・使用済み蛍光ランプ 　⑦；新習志野校舎　粗大ごみ

　④；２号館１階　機密書類 　⑥；廃液

2号館

2号館

3号館

6号館

10号館

12号館

12号館

12号館

13号館

千葉工業大学 新習志野校舎・茜浜運動施設 ごみの持込場所・資源ごみ回収ボックスの使い方

※QRコード読取機能を
利用して、アクセスするこ
とができます。

場所 資源ごみ回収ボックス設置箇所 QRコード

1階 エレベーターホール

1階 教育センター事務室内

1階 エネルギーセンター前廊下

1階 図書館事務室内

1階 学生サポートセンター カウンター脇

1階 事務室内

2階 講師控室内

5階 廊下

2階 CIT事務室内

使用者にて保管庫へ

分別し廃棄

大量の場合、ひもで束ねる

大量の場合、ひもで束ねる

割れたものはガラスくず

2026/3/16　現在

ごみの持込み場所・資源ごみ回収ボックスの使い方について

No 専用の廃棄物置場・分類 備　考

大量の場合、ひもで束ねる

④ 機密書類
ダンボールに梱包

ファイルは取除く

コピー用紙

雑誌類

新聞紙

乾電池・インクカートリッジ

使用済み乾電池・カートリッジ分別廃棄状況

インクカートリッジ

アルカリ・マンガン電池

その他電池

11号館1階資源ごみ

２号館１階 機密書類保管庫

機密書類保管庫 内

茜浜運動施設 ごみ置場

凡例

資源ごみ回収ﾎﾞｯｸｽ

一般廃棄物(資源ごみ)

産業廃棄物

粗大ごみ

★

★
★
★

★

★

★

★

★

⑦
⑤

⑥

④

③
②①

分別廃棄方法

7号館
13号館（食堂）

３号館 廃液保管庫

廃液保管 内

茜浜運動施設

⑦

武道館
部室棟

正門

購買棟

12号館
★

1号館 6号館
3号館

5号館

8号館
10号館

9号館



千葉工業大学  新習志野校舎

新習志野校舎

ごみの分別廃棄・収集について

燃えるごみ

お菓子の袋 プラスチック容器(小型)

紙パック シュレッダーくず

生ごみ

発泡スチロール

スタイロフォーム
衛生用品

燃えないごみ

汚れたビン・缶

電気コード

ＬＥＤ電球

白熱電球

資源ごみ

インクカートリッジ

機密書類

有害ごみ

■廃棄方法

※排出者・研究室にて廃棄を依頼

①購入店で引取りを依頼する(有償)
②個人で引取り場所に持込む(リサイクル券を購入)
③収集・運搬を依頼する(リサイクル券を購入)

■注意事項

①費用は排出者･研究室で負担する

②一般社団法人 家電製品協会 家電リサイクル券センター

■廃棄方法

①消耗品・備品を問わず

財務課へ

廃棄方法を確認

②備品は廃棄申請を行い

承諾を受ける

上 段

電池類

カン・ビン・ペットボトル

新聞紙 雑誌・本・カタログ コピー用紙

蛍光灯・水銀使用製品

コンピューター

プリンター
スチール缶

傘調理器具

ガラス・陶器・刃物・割れた蛍光灯

紙くず

建築模型

分解すれば燃えるごみ

分解不可能な場合は粗大ごみ

木の枝・落葉

可燃ごみ専用の置場へ

大量に発生する場合 ： 3号館2階 女子便所前保管庫へ

又は、エネセン 内線：9766へ連絡

資源ごみ回収ボックス

危険物以外で少量の場合は

「燃えないゴミ入

れ」、

スプレー缶

カセットボンベ

機密書類専用の廃棄物置場（2号館1階 南側階段下）へ

※ファイルは除いて段ボールに梱包してラックへ

粗大ごみ

机・キャビネット・ロッカー

家具・什器類

混合廃棄物(分別不可能)

建築模型

分解すれば燃えるごみ

分解不可能な場合は粗大ごみ

家電リサイクル法対象製品

燃えるごみ 燃えないごみ

毎年2回(夏期：夏休み開始～約1ヶ月、春期：春休み開始～約1ヶ月)の
粗大ごみ収集期間に粗大ごみ置場へ

蛍光灯 ： ランプ専用の廃棄物置場へ

水銀使用製品 ： エネセン 内線：9766

ダンボール

鉄くず・木くず

エアコン・冷蔵庫・洗濯機・テレビなど

CD・DVD

プラスチック(大型)

■備品について

備品については、

廃棄前に財務課に

申請を行うこと

ビン カン ペットボトル
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